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「
現
代
工
芸
美
術
家
協
会
本
会
員
の
漆
芸
作
家
」

　

昭
和
15
年
東
京
・
上
野
で
生
ま
れ

た
山
田
さ
ん
は
、
太
平
洋
戦
争
の
激

化
し
た
昭
和
19
年
12
月
両
親
の
故
郷

で
あ
る
諏
訪
市
新
小
路
の
祖
父
母
の

家
に
疎
開
し
た
。
な
お
父
は
戦
死
、

疎
開
後
ま
も
な
く
東
京
の
家
は
空
襲

で
焼
失
し
た
と
の
こ
と
。

　

城
南
小
・
上
諏
訪
中
を
経
て
昭
和

30
年
本
校
商
業
科
に
入
学
。

　

在
学
中
は
珠
算
部
に
入
っ
て
毎
放

課
後
練
習
に
励
み
、
県
大
会
で
は
個

人
総
合
優
勝
、
全
国
珠
算
大
会
出
場

な
ど
忙
し
い
日
々
を
送
っ
た
。
絵
を

描
く
こ
と
は
好
き
で
選
択
の「
美
術
」

を
学
習
し
た
が
、
漆
芸
に
は
縁
が
な

か
っ
た
と
い
う
。

　

昭
和
33
年
本
校
卒
業
後
、
大
和
工

業
㈱（
現
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
）に
入

社
し
て
経
理
係
と
し
て
勤
め
、
平
成

12
年
に
定
年
退
職
し
た
。

　

山
田
さ
ん
の
漆
芸
と
の
出
会
い
は

在
職
中
、
会
社
の
成
人
学
校
で
日
展

参
与
の
小
口
正
二
先
生
の
指
導
を
受

け
た
こ
と
に
始
ま
り
、
そ
れ
以
降
も

現
在
ま
で
小
口
先
生
の
家
へ
通
っ
て

技
術
を
身
に
つ
け
た
。
な
お
、
写
生

を
続
け
、
美
術
書
の
閲
覧
、
全
国
各

地
の
各
種
展
覧
会
の
観
賞
な
ど
基
礎

の
習
得
も
怠
り
な
く
行
っ
て
い
る
と

の
こ
と
。
現
在
、
昭
和
36
年
に
新
築

し
た
家
の
二
階
を
作
業
場
と
し
て
作

品
の
制
作
に
励
ん
で
い
る
。

　

昭
和
49
年
に
は
長
野
県
展
入
選
。

昭
和
56
年
以
降
30
年
間
日
本
現
代
工

芸
美
術
展
入
選
。
そ
の
ほ
か
諏
訪
美

術
展
・
県
展
・
三
軌
会
展
・
現
代
工

芸
県
展
等
々
に
出
品
し
、
数
多
く
の

賞
を
得
て
い
る
。
特
に
日
本
現
代
工

芸
美
術
家
協
会
で
は
本
会
員
、
信
州

美
術
会（
県
展
の
母
体
）で
も
会
員
と

し
て
活
躍
し
て
お
り
、
平
成
22
年
に

は
安
曇
野
の
高
橋
節
郎
美
術
館
で
個

展
も
開
い
て
い
る
。

　

山
田
さ
ん
は「
漆
芸
は
美
し
く
、

素
晴
し
い
が
、
材
料
の
調
達
が
大
変

で
、
手
間
も
掛
か
る
の
で
後
継
者
の

育
成
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
自
分
の
制

作
に
精
一
杯
で
す
」と
言
う
。

　

ち
な
み
に
、
一
つ
の
作
品
を
創
る

た
め
の
材
料
と
な
る
木
地（
台
）の
塗

装
に
数
万
円
、
金
粉
・
銀
粉
や
螺
鈿

そ
の
他
塗
料
に
数
万
円
も
掛
か
り
、

ま
た
、
作
品
完
成
ま
で
何
ヶ
月
も
掛

か
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

県
下
で
も
漆
芸
作
家
は
数
人
し
か
い

な
い
と
の
こ
と
。

　

山
田
さ
ん
の
作
品
は
、
現
代
工
芸

の
名
の
と
お
り
抽
象
的

な
漆
芸
が
多
い
が
誰
が

見
て
も
美
し
く
、
見
飽

き
な
い
素
晴
ら
し
い
も

の
で
す
。
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小
泉
さ
ん
は
昭
和
22
年
岡
谷
市
小

井
川
で
生
ま
れ
育
ち
、
昭
和
39
年
本

校
商
業
科
に
入
学
。

　

在
学
中
は
、
応
援
団
に
入
り
、
放

課
後
応
援
歌
の
練
習
や
指
導
を
し
た
。

ま
た
、
ス
ケ
ー
ト
部
に
入
部
し
て
練

習
に
励
ん
だ
。
授
業
で
は
、
先
生
を

説
得
し
て
高
島
城
跡
で
お
花
見
を
し

た
こ
と
、
物
理
の
時
間
、
増
澤
先
生

に
難
解
な
授
業
を
受
け
た
こ
と
な
ど

懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

　

昭
和
41
年
本
校
卒
業
後
、
し
ば
ら

く
は
家
業
の
酒
店
を
手
伝
っ
た
が
、

昭
和
48
年
群
馬
県
桐
生
市
に
移
住
し

て
珈
琲
店
を
開
業
し
、
昭
和
53
年
に

は
帰
郷
し
て「
バ
ブ
ン
珈
琲
店
」（
珈

琲
豆
の
輸
入
・
卸
売
り
を
兼
ね
る
）

を
開
業
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
な

お
そ
の
後
本
店
を
茅
野
市
に
移
し
、

諏
訪
地
区
に
三
店
舗
を
構
え
経
営
に

携
わ
っ
て
い
る
。

　

小
泉
さ
ん
が
カ
ー
リ
ン
グ
を
始
め

た
の
は
、
小
学
生
の
と
き
映
画
館
で

見
た
カ
ー
リ
ン
グ
の
映
像
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、昭
和
54
年「
蓼

科
湖
カ
ー
リ
ン
グ
参
加
者
募
集
」の

新
聞
記
事
を
見
て
、
こ
れ
に
参
加
し

た
の
が
き
っ
か
け
と
の
こ
と
。

　

そ
の
後
、
蓼
科
カ
ー
リ
ン
グ
・
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
に
選
手
と
し
て
参
加
。

カ
ー
リ
ン
グ
の
楽
し
さ
を
広
め
よ
う

と
平
成
元
年
〜
2
年
岡
谷
・
茅
野
・

諏
訪
・
下
諏
訪
の
各
市
町
で
カ
ー
リ

ン
グ
協
会
を
創
立
。

　

平
成
2
年
小
泉
さ
ん
は
カ
ー
リ
ン

グ
の
研
究
の
た
め
、
カ
ー
リ
ン
グ
の

本
場
で
あ
る
カ
ナ
ダ
を
訪
問
し
、
そ

の
奥
深
さ
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

山
田
さ
ん
は
本
校
卒
業
後
、
大
和
工
業
㈱（
現
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
）へ
就
職
。

勤
務
の
傍
ら
趣
味
の
漆
芸
を
始
め
、
同
社
を
退
職
し
て
か
ら
も
日
展
参
与
の
小

口
正
二
先
生
に
師
事
し
て
漆
芸
の
道
を
究
め
、
県
展
・
三
軌
会
展
・
諏
訪
展
・

現
代
工
芸
美
術
展
等
々
に
数
々
の
受
賞
を
し
、
現
代
工
芸
美
術
家
協
会
の
推
薦

を
受
け
て
本
会
員
と
な
る
な
ど
工
芸
美
術
の
分
野
で
活
躍
を
し
て
い
る
。

　

小
泉
さ
ん
は
本
校
卒
業
後
、
珈
琲
店
を
経
営
し
な
が
ら
、
日
本
の
カ
ー
リ

ン
グ
協
会
創
立
に
深
く
関
わ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
強
化
等
に
も
努
め

て
お
り
、
ま
た
岡
谷
・
茅
野
・
諏
訪
・
下
諏
訪
の
カ
ー
リ
ン
グ
協
会
も
創
立

さ
せ
る
な
ど
カ
ー
リ
ン
グ
競
技
の
指
導
者
と
し
て
地
元
諏
訪
の
カ
ー
リ
ン
グ

の
普
及
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

編
集
後
記

編
集
後
記

滞
在
中
、
カ
ナ
ダ
・
カ
ー
リ
ン
グ
協

会
認
定
の
ア
イ
ス
・
メ
イ
キ
ン
グ
・

ス
ク
ー
ル
に
入
校
し
て
ラ
イ
セ
ン
ス

を
取
得
し
て
帰
国
。

　

平
成
3
年
に
は
日
本
カ
ー
リ
ン
グ

協
会
や
長
野
県
カ
ー
リ
ン
グ
協
会
の

創
立
に
も
携
わ
り
、
平
成
16
年
に
は

日
本
カ
ー
リ
ン
グ
協
会
強
化
副
委
員

長
・
次
い
で
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
委
員
に
就
任
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
に
は
日
本
カ
ー

リ
ン
グ
協
会
ア
イ
ス
・
メ
イ
ク
研
究

会
を
発
足
さ
せ
同
代
表
に
就
任
。
平

成
19
年
以
降
現
在
ま
で
日
本
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
ユ
ニ
バ
ー
シ
ヤ
ー
ド

委
員
を
務
め
て
い
る
。

　

小
泉
さ
ん
は
、
現
在
日
本
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
チ
ー
ム
の
強
化
と
ア
イ
ス
・

メ
イ
ク
の
強
化
に
努
め
て
お
り
、
今

後
は
地
元
諏
訪
地
方
か
ら
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
出
場
し
、
世
界
で
活
躍
で
き

る
選
手
の
育
成
に

努
め
た
い
と
い
う
。

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

　

全
国
商
業
高
等
学
校
協
会
で
は
、

珠
算
・
電
卓
・
簿
記
・
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
・

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
・

商
業
経
済
・
会
計
実
務
・
英
語
の
九

科
目
の
検
定
が
そ
れ
ぞ
れ
年
一
〜
二

回
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
高
等
学
校
家
庭
科
教

育
振
興
会
で
は
、
和
裁
・
洋
裁
・
食

物
の
三
種
目
の
検
定
が
そ
れ
ぞ
れ
年

二
回
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
商
業
科
・
会
計
情
報

科
卒
業
生
の
う
ち
一
名
が
六
種
目
で

一
級
を
、
十
六
名
が
三
種
目
以
上
の

一
級
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
服
飾
科
卒
業
生
の
う
ち
三

名
が
三
種
目
で
一
級
を
、
十
二
名
が

二
種
目
で
一
級
を
取
得
し
、
そ
れ
ぞ

れ
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
商
業
科
生
徒
一
名
が
、

I
T
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験
と
い
う
高
度

な
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。

◇
本
校
で
は
、
生
徒
と
地
域
の
方
々

が
と
も
に
学
ぶ「
資
格
取
得
講
座
」

の
実
施
、
地
元
企
業
や
諸
団
体
と

連
携
し
て「
生
徒
に
体
験
を
通
し
て

複
合
的
に
学
ば
せ
る
」機
会
の
提
供
、

「
学
校
生
活
の
情
報
発
信
」等
々
の

新
た
な
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

◇
創
立
一
〇
〇
周
年
ま
で
あ
と
五
年
、

さ
ら
に
母
校
の
教
育
活
動
が
盛
り

上
が
る
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
母
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
教
務

通
信
」を
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◇
同
窓
会
報
の
購
読
は
、
終
身
会
費

五
千
円
で
毎
年
郵
送
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◇「
同
窓
生
紹
介
」の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載

す
る
同
窓
生
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

事
務
局
ま
で
ご
紹
介
下
さ
い
。

◇
本
年
度
か
ら
、
小
平
紀
文（
同
窓

生
・
教
諭
）が
同
窓
会
事
務
局
を

担
当
し
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
の

こ
と
、
母
校
の
こ
と
な
ど
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

県
内
で
は
、
春
先
の
豪
雪
に
よ
る

交
通
渋
滞
、
夏
に
発
生
し
た
土
石
流

災
害
、
秋
に
は
御
嶽
山
の
噴
火
等
、

自
然
災
害
の
脅
威
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
で
後
輩
は
、
校
外

で
も
多
方
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

次
世
代
の
地
域
経
済
や
流
通
業
界
の

人
材
育
成
を
目
ざ
し
、
県
内
商
業
高

校
生
が
参
加
す
る
「
第
2
回
デ
パ
ー

ト
ゆ
に
っ
と
」
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
塾

で
、
大
人
の
ス
イ
ー
ツ
「
地
酒
カ
ス

テ
ラ
」
等
開
発
し
た
諏
実
生
。
事
務

局
小
平
先
生
よ
り
お
話
を
伺
い
、
か

つ
試
食
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
美
味

で
し
た
。

　

会
報
発
行
に
あ
た
り
、
関
係
各
位

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
多
忙
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
原
稿
を
お
寄
せ
頂
き

ま
し
た
。
お
陰
様
で
第
46
号
を
発
行

で
き
ま
す
事
、
深
謝
致
し
ま
す
。

　

定
時
制
に
は
、
毎
年
恒
例
の
行
事
と

し
て「
生
活
体
験
発
表
会
」が
あ
り
ま
す
。

定
時
制
に
学
ぶ
生
徒
が
、
自
身
の
経
験

や
思
い
を
仲
間
の
前
で
語
る
貴
重
な
機

会
で
す
。
本
校
で
は
例
年
9
月
に
校
内

発
表
会
を
催
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

こ
の
大
会
は「
定
時
制
・
通
信
制
生
徒

生
活
体
験
発
表
大
会
」と
し
て
南
信
地

区
大
会
・
県
大
会
・
全
国
大
会
に
も
つ

な
が
る
四
十
数
年
の
歴
史
を
誇
る
重
要

な
行
事
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
校
内「
生
徒
生
活
発
表
会
」

は
9
月
4
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

定
時
制
在
籍
生
徒
48
名
中
10
名
が
壇

上
に
登
り「
働
き
な
が
ら
学
ぶ
中
で
得

た
教
訓
」や「
友
情
の
大
切
さ
や
両
親

へ
の
感
謝
」な
ど
、
自
身
の
体
験
や
将

来
の
希
望
と
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

聴
衆
の
生
徒
た
ち
も
、
学
友
か
ら
多

く
の
こ
と
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
、
私
た

ち
教
職
員
も
彼
ら
の
発
す
る
言
葉
一
つ

ひ
と
つ
か
ら
感
動
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

校
内
で
最
優
秀
と
な
っ
た
三
年
生
の

田
中
舞
輝
君
は「
自
分
を
変
え
る
」と

題
し
て
現
在
の
定
時
制
で
の
学
び
の
中

で
の
自
己
変
革
と
今
後
の
希
望
を
語
り
、

9
月
20
日
飯
田
市
で
行
わ
れ
た
南
信
大

会
に
出
場
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
地

区
代
表
と
な
り
、
10
月
11
日
松
本
市
で

行
わ
れ
た
県
大
会
で
も
優
秀
賞
に
入
賞

し
ま
し
た
。

　

以
上
、
本
校
定
時
制
教
育
の
一
端
を

成
果
と
と
も
に
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
今
後
と
も
定
時
制
へ
の
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
カ
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